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秋田の中学校で模擬授業
こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
八

年
、
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首

相
が
提
唱
し
、
外
務
省
が
策

定
し
た
青
年
招
碑
事
業
「
二

十
一
世
紀
の
た
め
の
友
情
計

画
」
の
一
環
〇
五
十
九
年
か

ら
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C

A
）
が
主
体
と
な
っ
て
行

い
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
に

約
百
二
十
の
国
と
地
域
か
ら

約
二
万
五
千
人
を
招
碑
し
、

各
国
の
人
材
育
成
と
相
互
理

解
に
貢
献
し
て
い
る
o

今
年
度
は
ア
ジ
ア
、
大
洋

州
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

中
近
東
な
ど
百
二
十
力
図
・

一
地
域
か
ら
、
千
六
百
八
十

人
を
招
碑
す
る
o
こ
の
う

ち
、
九
カ
国
二
十
四
人
の
ア

フ
リ
カ
（
英
語
圏
）
中
等
理

数
科
教
員
グ
ル
ー
プ
は
先
月

惑
星
の
動
き
を
パ
ソ
コ

ン
で
学
ぶ
授
業
に
参
加

す
る
教
師
達

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
る

の
を
見
る
た
め
に
行
っ
て
み

た
い
人
！
」
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

が
好
き
な
人
は
シ
エ
ラ
・
レ

オ
ー
ネ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

な
ど
の
呼
び
掛
け
に
、
生
徒

見
て
「
生
徒
が
楽
し
ん
で
い

る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
o
学

習
に
と
て
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
o
先
生
も
道
具
の

使
い
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

お
り
、
全
体
的
に
学
習
の
レ

ベ
ル
が
高
い
」
と
、
そ
の
印

象
を
語
る
o

タ
ン
ザ
ニ
ア
教
育
省
の
物

理
数
学
教
師
ル
シ
ア
さ
ん

三
十
日
に
来
日
し
、
九
月
四

日
に
地
方
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
秋
田
県
を
訪
問
し

パ
ソ
コ
ン
で
金
星
の
動
き
を
見
た
り
、
電
流
と
回
路
の
実
験
に
参
加
l
l
ア
フ
リ

カ
英
語
圏
九
カ
国
の
理
数
科
教
貞
二
十
四
人
が
今
月
四
日
か
ら
九
日
間
、
秋
田
県
を

訪
れ
、
模
擬
授
業
な
ど
を
行
っ
た
o
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
一
環
と
し
て
、

わ
が
国
が
発
展
途
上
国
の
青
年
を
招
碑
（
し
ょ
う
へ
い
）
す
る
事
業
の
一
つ
に
参
加

し
た
も
の
o
学
校
や
自
然
科
学
施
設
の
訪
問
、
専
門
分
野
の
研
修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
な
ど
を
通
し
、
教
育
面
だ
け
で
な
く
人
々
と
の
交
流
も
深
め
た
o

六
十
四
人
）
を
訪
問
し
た
一

行
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

理
科
と
数
学
の
授
業
や
、
理

科
室
で
の
「
回
路
を
流
れ
る

電
流
」
の
授
業
に
参
加
o
金

星
へ
の
太
陽
光
の
当
た
り
方

や
立
体
の
左
右
前
後
か
ら
見

た
園
な
ど
を
生
徒
と
一
緒
に

解
い
て
い
た
o

そ
の
後
、
三
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
て
各
国
の
地
理
や
言

葉
、
自
然
、
民
族
衣
装
な
ど

を
紹
介
o

は
両
手
を
上
げ
て
元
気
よ
く

ハ
イ
ッ
と
返
事
o
セ
イ
シ
ェ

ル
の
教
師
は
「
私
た
l
ち
の
国

に
は
百
十
五
の
島
が
あ
り
ま

す
o
日
本
の
漁
船
も
来
て
漁

業
を
し
て
い
ま
す
o
授
業
は

み
ん
な
英
語
で
す
」
な
ど
と

説
明
し
て
い
た
o

セ
イ
シ
ェ
ル
教
育
省
の
数

学
教
師
ア
レ
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さ
ん
（
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は
、
数
学
と
理
科
の
授
業
を

（
冊
豊
は
「
私
た
ち
の
国
で

は
今
幾
つ
か
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
o
理
数
科
離
れ
の

傾
向
が
あ
り
、
貧
困
や
妊

娠
、
悪
習
慣
に
よ
っ
て
退
学

者
が
多
く
、
ま
た
一
ク
ラ
ス

の
人
数
が
多
い
こ
と
な
ど
で

す
o
一
人
ひ
と
り
に
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
し
て
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
」
と
、
教
育

の
実
情
を
説
明
o

シ
エ
景
…
レ
オ
ー
ネ
の
教

師
は
「
会
っ
た
人
に
お
じ
ぎ

を
す
る
の
は
、
他
人
を
敬
う

こ
と
で
と
て
も
い
い
文
化
〇

日
分
の
国
や
家
族
で
も
行
い

た
い
o
日
本
人
は
一
生
懸
命

働
い
て
寧
の
で
、
今
の

日
本
が
廟
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
養
っ
た
o

一
行
は
、
，
ほ
か
に
ウ
ガ
ン

ダ
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ガ
「
華
、
ケ
ニ
ア
、
ナ

イ
ジ
ェ
刃
ア
か
ら
参
加
o
県

内
の
受
捲
れ
は
J
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A
の
委
託
を
受
け
、
ボ
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テ
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ア
グ
ル
ー
プ
「
秋
田
県

国
際
交
溶
業
の
会
」
（
佐
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ぬ

明
会
長
）
彿
担
当
し
、
学
校

や
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問
、
秋
田
大
学
で
の
専
門
研

修
、
ホ
も
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
家
庭
な
ど
と
交
流
を
深

め
、
十
二
日
か
ら
は
東
京
や

千
葉
の
学
校
を
訪
問
す
る
な

ど
し
、
一
挙
一
日
帰
国
す

る
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